
重点施策及び対応する指標一覧

意識調査項目柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

資料３
議論のためのたたき台

Ⅰ １

ⅰ 心の成長への対応 　少人数教育の推進、教育相談の充実、学びの場の整備など教育環境の充実による、
心の成長へのきめ細やかな対応

ⅱ いのちや自然を大 道徳教育 農林水産業等の体験活動や環境教育 読書活動などの推進を通じた い

◎子どもたちが健やかに
育つ環境が整っている地
域に住んでいると回答し

意識調査項目
細項目における具体的な取組み

(1) 【111】①豊かなこころ、健やかな体の育成

人
と
地

子
ど
も

子
ど
も

○朝食を食べる児童・生徒の割合
　　　　　　　　　　　　　など

柱 分野
施策

指標名

資料３
議論のためのたたき台

ⅱ いのちや自然を大
切にする心

　道徳教育、農林水産業等の体験活動や環境教育、読書活動などの推進を通じた、い
のちや自然を大切にする心、思いやりの心、郷土を愛する心、社会性、規範意識など
の豊かな心の育成

ⅲ 食育、体力づくり 　未就学時からの食育の推進などによる食習慣や生活習慣の定着、健康に対する意識
の向上、学校体育と運動部活動などの充実による体力づくり

ⅳ 主体性の育成 　青少年の主体的活動や人的ネットワークの形成の促進による青少年の持つ可能性の

域に住んでいると回答し
た県民の割合

地
域
が
輝
く
「

ふ
く

も
か
ら
大
人
ま
で
自

も
た
ち
が
心
豊
か
に

資料３
議論のためのたたき台

ⅳ 主体性の育成 　青少年の主体的活動や人的ネットワ クの形成の促進による青少年の持つ可能性の
拡大、夢や課題に向かってチャレンジする力の育成

ⅴ 地域ぐるみでの健
全育成

　学校、家庭、地域住民、企業等など地域ぐるみでの連携強化による子どもたちが健全
に成長できる環境の整備、大人の意識改革

【111】②確かな学力の育成とキャリア教育の推進

く
し
ま
」

自
ら
の
可
能
性
を

に
た
く
ま
し
く
育

資料３
議論のためのたたき台

ⅰ 学力向上 　少人数教育など、児童・生徒の理解度や個性に応じたきめ細やかな指導、家庭学習
習慣の確立による生涯にわたって生きる力を支える「確かな学力」の育成

ⅱ 国際理解教育 　外国語教育の充実や国際理解教育の推進による外国人とのコミュニケーション能力
や異文化への理解の向上、国際的な視野で考える力を身につける教育

ⅲ 情報教育 情報化対応研修などを通じた教員のＩＣＴ活用による指導能力の向上、情報モラルを

－検討中－

を
広
げ
ら
れ
る
社
会

育
つ
社
会
の
実
現

資料３
議論のためのたたき台

ⅲ 情報教育 　情報化対応研修などを通じた教員のＩＣＴ活用による指導能力の向上、情報モラルを
含めた子どもたちの情報リテラシーの向上と有害情報から自らを守る力の育成

ⅳ キャリア教育 　地域や企業、商店、農林漁業者等との連携による職場体験活動・インターンシップの
実施など、小中高を通したキャリア教育の推進による発達段階に応じた勤労観・職業観
の育成

ⅴ 教員の指導力向上 　適切な人事管理の運用や各種研修の充実による教員の意欲・資質の向上

会

資料３
議論のためのたたき台

ⅵ 地域との連携 　学校での授業や行事などへの地域の大人の様々な形での関与、地域社会と学校との
連携による地域ぐるみでの子どもたちの育成

資料３
議論のためのたたき台
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅰ １

ⅰ 子育てしやすい就
業環境

　男女がともに仕事を続けながら子育てできる就業環境人
と

子
ど

子
ど ○放課後児童クラブ設置率

(1) 【111】③子どもを生み育てやすい環境づくり

業環境

ⅱ 保育サービスの充
実

　多様なニーズに対応した保育サービスの充実、子育て支援者の育成などの地域ぐる
みで子育てが行われる環境の整備

ⅲ 放課後児童対策 　放課後児童対策などの推進などによる子どもが安心して活動できる場の確保

と
地
域
が
輝
く
「

ど
も
か
ら
大
人
ま

ど
も
た
ち
が
心
豊

○放課後児童クラブ設置率
　　　　　　　　　　　　　など

ⅳ 医療負担軽減 　妊娠から子育て期に係る相談体制の充実や医療負担軽減、不妊に悩む方への支援

ⅴ 次代の親の育成 　思春期における親となることについての不安の除去、必要な心構えの教育

「

ふ
く
し
ま
」

ま
で
自
ら
の
可
能
性

豊
か
に
た
く
ま
し
く

【111】④援助を必要とする子どもや家庭への支援

ⅰ 経済的に困難な家
庭や児童への支援

　経済的困難を有する家庭の子どもへの奨学金等による支援の充実

ⅱ ひとり親家庭への
支援

　経済的支援、就業支援、生活支援等の総合的な自立支援の促進

性
を
広
げ
ら
れ
る

く
育
つ
社
会
の
実

【111】④援助を必要とする子どもや家庭への支援

－検討中－

ⅲ 障がい児教育 　障がいのある子どもたち一人ひとりのニーズに対応した教育内容の充実

ⅳ 障がい児の育成支
援

　教育機関、保健・医療・福祉機関、地域、企業などが連携して行う、医療的ケア、就
業・社会参加支援、相談援助の充実

ⅴ 子育て不安軽減支 子育ての不安など、児童に関する様々な問題についての相談指導の推進

る
社
会

実
現

子育て不安軽減支
援

子育ての不安など、児童に関する様々な問題についての相談指導の推進

ⅵ 外国人児童生徒へ
の対応

外国人児童生徒等の日本語指導が必要な子どもたちへの適切な対応
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅰ １

ⅰ 新規創業支援 　新たな事業の創業に対するノウハウや経営の知識等に関する相談・助言などの支援
推進 ◎自分の能力を発揮でき

(2) 【112】①様々な知恵の活用や新たな就業・起業へのチャレンジに対する支援

人
と

子
ど

あ
ら ○大学発ベンチャー企業数推進

ⅱ 情報交換・連携の
場設定

　大学等の知の活用など、高等教育機関を含めた産学民官の連携などによる、知恵と
技術の情報交換・連携などができる場の設定

ⅲ 団塊の世代の就
業 起業支援

　退職した団塊の世代の人々が、それまで培った専門的な知識・技術を用いて就業や
起業ができるようにするため 取組み

◎自分の能力を発揮でき
る場があると回答した県
民の割合

と
地
域
が
輝
く
「

ど
も
か
ら
大
人
ま

ら
ゆ
る
場
面
で
人

○大学発ベンチャー企業数
　　　　　　　　　　　　　など

業・起業支援 起業ができるようにするための取組み

ⅰ ボランティア等の
活動環境整備

　様々な社会活動に取り組むボランティアやＮＰＯの活動環境の整備

【112】②主体的な社会活動への取組みに対する支援

○ＮＰＯ法人認証件数
など

「

ふ
く
し
ま
」

ま
で
自
ら
の
可
能
性

人
々
が
は
つ
ら
つ
と

ⅱ ソーシャルビジネ
スの普及

　子育て、介護、地域活性化等の社会課題をビジネスとして事業性を確保しながら解決
していこうとする取組みへの支援

　　　　　　　　　　　　など
　

【112】③高齢者の生きがいづくり

性
を
広
げ
ら
れ
る

と
し
て
活
躍
す
る

ⅰ 高齢者の社会参加 　高齢者が生きがいを持って積極的に社会参加できる環境の整備

ⅱ 高齢者の起業拡大 　高齢者の長年の豊富な知識や経験を生かした、農産物加工所や伝統工芸品製作所
の運営など、新たな事業を展開するための取組みの拡大

○シルバー人材センター会員のう
ち活動している者の割合
　　　　　　　　　　　　　など

る
社
会

る
社
会
の
実
現
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅰ １

ⅰ 芸術・文化の鑑
賞 発表機会の充

　県民の文化活動の振興、日頃の文化活動の成果の発表の場の充実、トップレベルの
芸術 文化に身近に触れる機会の充実 ◎文化活動やスポーツ活

(3) 【113】①文化・スポーツの振興による活躍できる場づくり

人
と

子
ど

文
化 ○成人の週２回以上の運動実施率賞・発表機会の充

実
芸術・文化に身近に触れる機会の充実

ⅱ 伝統芸能等の継承 　文化財や伝統芸能等、地域に伝わる文化の継承支援

ⅲ 身近なスポーツ活
動の場の整備

　総合型地域スポーツクラブなど、身近にスポーツに親しむことのできる場の整備

◎文化活動やスポーツ活
動に積極的に参加してい
ると回答した県民の割合
（鑑賞・ボランティア含
む）

と
地
域
が
輝
く
「

ど
も
か
ら
大
人
ま

化
や
ス
ポ
ー

ツ
な

○成人の週２回以上の運動実施率
○福島県芸術祭参加行事数
○スポーツボランティア参加率
　　　　　　　　　　　　　など

動の場の整備

ⅳ 優秀な競技者の育
成

　優秀な指導者の養成・確保・活用など指導体制の充実による優れた競技者の育成

ⅴ スポーツ団体の活
動支援等

　各種スポーツ団体の活動支援、プロスポーツチームの活躍を支える取組み、スキー等
のウィンター・スポーツの振興

「

ふ
く
し
ま
」

ま
で
自
ら
の
可
能
性

な
ど
に
よ
る
自
己
実

動支援等 ウィ タ ポ ツ 振興

ⅵ 文化団体、スポー
ツチームに対する
応援文化の育成

　文化団体やスポーツ・チームを「応援する文化」を育むことによる地域の一体感や誇り
の醸成

ⅰ 生涯学習環境 利 県民 多様な生涯学習に関する ズに対応 た生涯学習情報ネ ト クや学習

【113】②生涯学習の環境づくりを通じた自己実現の支援

性
を
広
げ
ら
れ
る

実
現
の
場
づ
く
り

ⅰ 生涯学習環境・利
便性の向上

　県民の多様な生涯学習に関するニーズに対応した生涯学習情報ネットワークや学習
環境・利便性の向上、発表機会の拡充

ⅱ 指導者養成・資質
向上

　多様な生涯学習活動へのニーズに応えるための指導者の養成・資質の向上

ⅲ 県有生涯学習施設 アクアマリンふくしまやまほろんなど県有の生涯学習施設の学習機能や利便性の向

○県民カレッジ受講者数
　　　　　　　　　　　　　など

る
社
会

り

ⅲ 県有生涯学習施設
の学習機能・利便
性向上

　アクアマリンふくしまやまほろんなど県有の生涯学習施設の学習機能や利便性の向
上
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅰ ２

ⅰ 地域づくり活動支
援

　地域住民等が主体となって行う、地域の特性や課題を踏まえた様々な地域づくり活動
支援

人
と

力
強

分
権 ○地域づくり総合支援事業（サ ◎地域住民やNPO等によ

(1) 【121】①地域住民や地域団体、ＮＰＯ、企業等による地域活動の支援

援 支援

ⅱ 交流・連携のネッ
トワーク形成

　地域住民、ボランティア、ＮＰＯ、企業など、様々な主体の交流・連携するネットワーク
の形成

ⅲ 地域コミュニティ
の再生 活性化

　地域コミュニティ活動に関する情報提供や啓発などによる、地域の内外を含めた様々
な人々の地域活動 の参加促進 地域コミ ニティの再生 活性化

と
地
域
が
輝
く
「

強
さ
に
あ
ふ
れ
た

権
型
社
会
に
対
応

○地域づくり総合支援事業（サ
ポート事業）採択件数
○ＮＰＯやボランティアと県との
協働事業数
　　　　　　　　　　　　　など

◎地域住民やNPO等によ
る地域づくり活動に積極
的に参加していると回答
した県民の割合（支援を
含む）

の再生・活性化 な人々の地域活動への参加促進、地域コミュニティの再生・活性化

ⅰ 市町村支援、権限
移譲

　イコールパートナーとしての立場からの助言等の必要な支援、市町村の実情に応じた
権限移譲

「

ふ
く
し
ま
」

た
個
性
あ
る
地
域
社

応
し
た
住
民
主
体
の

【121】②住民に身近な市町村を中心とした地域づくりの支援

－検討中－

ⅱ 市町村間の広域的
連携調整

　行政サービス提供やまちづくりに当たっての市町村間の広域的連携の調整による住
民サービスの維持・向上

ⅲ 地域住民等との連
携による公共サー
ビス提供

　多様な住民ニーズへの対応をめざした、地域住民やＮＰＯ、企業等、多様な主体との
連携

社
会

の
地
域
づ
く
り

ビス提供
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅰ ２

ⅰ 地域づくり活動の
組織化

　地域リーダーの育成、地域活性化に取り組む地域住民の増加、地域づくり活動の組
織化 ◎自然と伝統が残る農山

(2) 【122】①過疎・中山間地域の活力を支える地域力の育成

人
と

力
強

地
域 ○地域住民が話し合いをして策定組織化 織化

ⅱ 伝統文化・自然環
境の継承活動支援

　地域に伝わる伝統文化や自然環境の継承の取組みなど、地域を守り、伝える活動の
支援

ⅲ 域外の力の活用 　域外住民の過疎・中山間地域についての理解向上、受入・支援体制の整備、大学な
ど域外の知恵の地域活性化 の活用推進

◎自然と伝統が残る農山
漁村地域を大切にしたい
と回答した県民の割合

と
地
域
が
輝
く
「

強
さ
に
あ
ふ
れ
た

域
住
民
と
多
様
な

○地域住民が話し合いをして策定
した「地域づくり計画」件数
○集落支援員等数
　　　　　　　　　　　　　など

ど域外の知恵の地域活性化への活用推進

ⅰ 農林水産業等と他
産業との連携

　農林水産業や地場産業等と観光・宿泊業など他の産業との連携による収益性向上の
ための取組み支援

【122】②地域特性を生かした働く場と収入の確保

○過疎・中山間地域における工場
立地件数

「

ふ
く
し
ま
」

た
個
性
あ
る
地
域
社

な
主
体
で
と
も
に
支

ⅱ 林業の振興 　県産材の利用促進を通じた県産材の需要向上、森林施業の低コスト化、きのこ類の
産地化などによる林業の振興

ⅲ 体験交流型観光の
促進

　地域資源を活用したグリーン・ツーリズムなどの体験交流型観光促進

立地件数
○過疎・中山間地域における新規
就農者数
　　　　　　　　　　　　　など

社
会

支
え
る
過
疎
・
中

Ⅳ 新たな地域産業育
成

　情報通信基盤を活用した情報関連産業や木質バイオマスの利用など新たな地域産
業の育成

Ⅴ 建設業者の業種転
換支援

　建設業者の農業や介護事業など、新分野への進出支援

Ⅵ 地域特性を生かし 通勤エリアを視野に入れ 関係市町村が広域的に連携して行う過疎 中山間地域の

中
山
間
地
域

Ⅵ 地域特性を生かし
た企業誘致の広域
的取組み促進

　通勤エリアを視野に入れ、関係市町村が広域的に連携して行う過疎・中山間地域の
特性を生かした企業の誘致促進
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅰ ２

ⅰ 地域医療の充実 　救急医療など地域医療の充実人
と

力
強

地
域

る
過 ○過疎・中山間地域におけるブ

(2) 【122】③安心して暮らせる生活環境づくり

ⅱ 高齢者の保健福祉
サービスの向上

　高齢者に対する保健・福祉サービスの向上のための取組み支援

ⅲ 生活交通確保のた
めの取組み支援

　地域の実情に応じた生活交通確保のための取組み支援

と
地
域
が
輝
く
「

強
さ
に
あ
ふ
れ
た

域
住
民
と
多
様
な

過
疎
・
中
山
間
地

○過疎・中山間地域におけるブ
ロードバンド世帯カバー率
　　　　　　　　　　　　　など

めの取組み支援

Ⅳ 生活環境の整備促
進

　積雪時における生活交通の維持、雪下ろし等による住居の安全保持など生活環境の
整備促進

Ⅴ 情報通信基盤整備
とそ 活用

　情報通信基盤の整備による情報格差の是正、ＩＴ技術の活用による医療、教育環境の
整備促進

「

ふ
く
し
ま
」

た
個
性
あ
る
地
域
社

な
主
体
で
と
も
に
支

地
域

とその活用 整備促進

Ⅰ ２

ⅰ 発電所の観光への
活用

　水力ダムなど、歴史的な意義を有する発電所を活用した首都圏住民等との交流促
進、大規模発電所を活用した産業観光

人
と
地

力
強
さ

個
性
的

－検討中－ ◎浜通り地方や南会津地
域が 首都圏に対する電

社
会

支
え

(3) 【123】①電気のふるさとの特色ある地域づくりの推進

ⅱ スポーツを通じた
交流

　Ｊヴィレッジ施設活用によるスポーツを通じた国内外の地域との交流促進

ⅲ 只見川源流域の広
域観光

　只見川源流域町村の広域的観光の推進支援

地
域
が
輝
く
「

ふ

さ
に
あ
ふ
れ
た
個

的
で
活
力
に
満
ち

域が、首都圏に対する電
源供給地域としての役割
を担っていることを知っ
ていると回答した県民の
割合

Ⅳ 生活基盤・交流基
盤の計画的整備

　電源立地地域対策交付金等の有効活用による生活基盤や交流基盤の計画的整備

ⅰ 電力産業の裾野拡
大

　発電所に関連する企業間の交流や連携の促進などによる地元企業の取引拡大、発
電所や関連企業で活躍する人材 育成

ふ
く
し
ま
」

個
性
あ
る
地
域
社
会

ち
た
電
源
立
地
地
域

【123】②新たな産業の集積

○電源立地地域における工場立地大 電所や関連企業で活躍する人材の育成

ⅱ 太陽光発電等関連
産業の誘致・振興

　太陽光発電等の再生可能エネルギーの公共施設への率先導入などの普及促進、関
連産業の誘致・振興

ⅲ 地域特性を生かし
産業 振

　農林水産業、観光業など、地域特性を生かした産業の振興

会 域 ○電源立地地域における工場立地
件数
　　　　　　　　　　　　　など

た産業の振興
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅱ １

ⅰ 産業クラスターの
形成

　輸送機械関連産業（次世代自動車・航空機）や医療福祉関連産業、半導体関連産
業 環境 エネルギー関連産業などの産業クラスターの形成 ◎県内に 魅力を感じる

(1) 【211】①産業クラスターの形成など層の厚い産業の集積

い
き

地
域

力
強

○製造品出荷額等
○工場立地件数形成 業、環境・エネルギー関連産業などの産業クラスターの形成

ⅱ 立地企業へのフォ
ローアップ

　立地企業に対するフォローアップの充実による県内における継続的な事業展開の支
援

ⅲ 企業誘致や県外取
引の拡大

　産学民官が連携した企業誘致や県外取引先の拡大

ⅳ 研究機能など主要
機能の誘致

　県内への研究機能や生産拠点機能、本社機能の誘致

◎県内に、魅力を感じる
企業があると回答した県
民の割合

き
い
き
と
し
て
活

域
に
根
ざ
し
た
力

強
い
産
業
の
多
彩

○工場立地件数
　　　　　　　　　　　　　など

機能の誘致
ⅴ 誘致企業と立地企

業の緊密化
　誘致企業と立地企業の連携や取引の緊密化の支援

ⅰ 産学民官連携によ
る技術力向上

　企業間連携、産学民官連携の推進による県内企業の技術力の向上

【211】②県内企業の技術革新、知的財産活用による競争力・収益力の強化

○産学官共同研究実施数
○特許 実用新案 意匠 商標出

活
力
に
満
ち
た
「

ふ

力
強
い
産
業
に
支
え

彩
な
展
開

る技術力向上
ⅱ ハイテクプラザの

強化
　ハイテクプラザなどの研究機関の相談・支援機能の強化

ⅲ 知的財産の有効活
用

　知的財産戦略の支援による新製品・サービスの開発支援、技術力・収益力の向上

ⅳ 資金面における支
援

　中小企業制度資金を活用した中小企業の技術革新や技術力向上等に対する支援

○特許、実用新案、意匠、商標出
願件数
○技術移転件数
　　　　　　　　　　　　　など

ふ
く
し
ま
」

え
ら
れ
た
社
会

援

ⅰ 商業の強化 　小売業や卸売業に対する経営相談などによる地域の特性を生かした商業の育成と強
化

ⅱ 情報通信産業の強
化

　産学民官の連携や相談支援体制の充実による情報通信産業の育成と強化

【211】③商業、情報通信産業・観光産業などサービス産業の強化

－検討中－

化
ⅲ 観光産業の強化 　制度資金の有効活用や経営再建制度の推進などによる観光産業の育成と強化

ⅳ サービス産業の強
化

　事業展開に対する支援などによる介護サービスなどサービス業の育成と強化

【211】④ものづくり産業と商業・サービス産業等との連携強化による県内産業の総合力の向上

ⅰ 連携による情報発
信力の強化

　ものづくり産業とサービス産業等との連携強化による商品やサービスなどの情報発信
力の強化

ⅱ 連携による付加価
値向上・販路拡大

　県内の多様な産業の連携の強化による商品・サービスの付加価値・ブランド力の向
上、流通網の整備、販路の拡大

ⅲ 地域内経済循環の
推進

　県内における産業間の連携や取引の緊密化による地域内経済循環の推進

○県支援による商談成立件数
○中小企業地域資源活用促進法に
基づく基本構想における地域産業
資源の指定数
○預貸率
　　　　　　　　　　　　　など

推進
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅱ １

ⅰ 農林水産業への県
民理解の向上

　食と農の絆づくり運動など農林水産業に関する県民理解の向上
◎地元産の食材を 積極

(2) 【212】①生産者と消費者の絆の構築

い
き

地
域

農
林

○うつくしま農林水産ファンクラ
ブ会員数民理解の向上

ⅱ 農林水産業の情報
発信力の強化

　インターネットの活用などによる農林水産業における情報発信力の強化

◎地元産の食材を、積極
的に使用していると回答
した県民の割合

【212】②生産力と経営力の強化による食料自給率と所得の向上

き
い
き
と
し
て
活

域
に
根
ざ
し
た
力

林
水
産
業
の
持
つ

ブ会員数
　　　　　　　　　　　　　など

ⅰ 生産力の強化によ
る自給率向上

　マーケティングの観点を踏まえた上での、農地の最大活用による生産力の強化などに
よる県内食料自給率の向上

ⅱ 園芸や有機栽培に
よる付加価値向上

　首都圏に近接する本県の地理的特性を生かした園芸の拡大、エコファーマー・特別
栽培・有機栽培の推進による県産農林水産物の付加価値の向上

ⅲ 経営規模の拡大支 認定農業者や農業法人等の育成や参入・経営支援などによる経営規模の拡大と農

○農業産出額
○認定農業者数
○エコファーマー数
　　　　　　　　　　　　　など

活
力
に
満
ち
た
「

ふ

力
強
い
産
業
に
支
え

つ
底
力
の
発
揮

ⅲ 経営規模の拡大支
援

　認定農業者や農業法人等の育成や参入・経営支援などによる経営規模の拡大と農
業経営の安定化

ⅳ 林業の収益力の強
化

　林業機械の導入支援などによるコストの削減と収益力の向上

ⅴ 持続可能な漁業の
推進

　資源管理型漁業、つくり育てる漁業の展開などによる持続可能な漁業の推進

ふ
く
し
ま
」

え
ら
れ
た
社
会

推進

ⅵ 新品種の開発 　消費者ニーズの変化や地球温暖化等に対応した新品種や技術等の開発

優

【212】③農商工連携、６次産業化などによる農林水産業の総合力の強化

ⅰ 高付加価値化とブ
ランド力の向上

　農商工連携による県産農林水産物の優先活用と魅力ある新商品の開発、県産農林
水産物を核とした県産品の高付加価値化とブランド力の向上

ⅱ 農林水産物の流通
確保・販路拡大

　商業との連携による県産農林水産物の流通網の確保と販路拡大、海外輸出の促進
による安定的な販路の確保

ⅲ 農商工連携と農林 　農商工連携や６次産業化による農林水産業従事者の多様な事業展開の支援など総

○農商工連携体の登録件数
　　　　　　　　　　　　　など

ⅲ 農商工連携と農林
水産業の６次産業
化

　農商工連携や６次産業化による農林水産業従事者の多様な事業展開の支援など総
合力の向上
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅱ １

ⅰ 多様な就職先への
グ支援

　サービス業や農林水産業など多様な就職先へのマッチング等の支援
◎現在の職業や仕事に満

(3) 【213】①多様な就業機会の提供、県内への就職誘導

い 地
域

産
業 ○有効求人倍率マッチング支援

農

ⅱ 中小企業の求人支
援

　県内企業の情報発信力の強化などによる中小企業の求人活動の支援

ⅲ 県内への就職誘導 　相談窓口の充実などによる県内外の就職希望者に対する県内への就職誘導

◎現在の職業や仕事に満
足していると回答した県
民の割合

き
い
き
と
し
て
活

域
に
根
ざ
し
た
力

業
を
支
え
る
多
彩

○有効求人倍率
○新規高卒者の県内就職率
○県内企業に就職した高卒者の離
職率
　　　　　　　　　　　　　など

ⅰ 教育機関等による
技術の向上

　テクノアカデミーや高等教育機関、ハイテクプラザなどによる技術の向上

ⅱ 技能士の養成 技能士の養成などによる技能 知識 経験の伝承支援 仕事 の誇りの醸成

【213】②産業を支える人々の能力育成

○技能検定合格者数
○新規就農者数

など

活
力
に
満
ち
た
「

力
強
い
産
業
に
支

彩
な
人
々
の
活
躍

ⅱ 技能士の養成 　技能士の養成などによる技能・知識・経験の伝承支援、仕事への誇りの醸成

ⅲ 農林水産業の担い
手確保と育成

　相談・支援機能などの活用による農林水産業の担い手の確保、技術の向上、技能・
知識・経験の伝承支援

ⅳ 事業継承支援 　人材育成等の支援による事業の承継などの支援

　　　　　　　　　　　　など
ふ
く
し
ま
」

支
え
ら
れ
た
社
会

躍

事業継承支援 　人材育成等の支援による事業の承継などの支援

ⅰ 女性の就業支援 　仕事と生活の調和など職場環境の改善による女性の就業支援

【213】③女性や高齢者の就業環境の整備、就業機会の増加

○福島県次世代育成支援企業（仕
事と生活の調和推進企業）認証数

ⅱ 高齢者の就業支援 　県内企業に対する啓発や支援を通じた高齢者の就業機会の増加

ⅲ 県内居住外国人の
就業支援

　相談窓口の活用などによる県内居住外国人の就業支援

事と生活の調和推進企業）認証数
　　　　　　　　　　　　　など
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅱ ２

ⅰ 中心市街地の活性
化

　商業施設や公共・公益施設、オフィスの誘致・立地の促進、市街地の都市機能の向
上などによる中心市街地 賑わ づくりと活性化 ◎買い物や娯楽などの用

(1) 【221】①都市部と農山漁村との連携、魅力ある中心市街地づくり

い
き

多
様

多
様 ○商業まちづくり基本構想の策定化 上などによる中心市街地の賑わいづくりと活性化

ⅱ 地域ニーズに応じ
た商業環境の確保

　日常生活必需品が身近な場所で入手できる環境整備など、地域のニーズを踏まえた
商業環境の確保

ⅲ 生活交通の確保 　鉄道・バスの利用促進、デマンド交通システム等の導入支援などによる都市部と農山
漁村部間の生活交通の確保

◎買い物や娯楽などの用
事で、最寄りの中心市街
地によく出かけていると
回答した県民の割合

き
い
き
と
し
て
活

様
な
交
流
ネ
ッ

ト

様
な
地
域
と
の
交

○商業まちづくり基本構想の策定
市町村数
○市街地内の都市計画道路（幹線
道路）の整備延長
　　　　　　　　　　　　　など

漁村部間の生活交通の確保

ⅳ 都市部と農山漁村
部の連携

　農山漁村部産品の県内中心市街地における販売促進など、人とモノを通じた都市部
と農山漁村部との連携の強化

ⅰ 県内観光の推進 県内における観光ＰＲなどによる県内観光の推進による生活圏内外の交流の活発化

【221】②七つの生活圏相互、市町村相互の交流促進

活
力
に
満
ち
た
「

ト
ワ
ー

ク
に
支
え

交
流
の
拡
大
と
連

ⅰ 県内観光の推進 　県内における観光ＰＲなどによる県内観光の推進による生活圏内外の交流の活発化

ⅱ 市町村間の相互交
流

　文化やスポーツなど市町村間における様々な相互交流の促進

○教育旅行の県内宿泊者数（県立
学校分）
　　　　　　　　　　　　　など

【221】③広域的な連携の推進

ふ
く
し
ま
」

ら
れ
た
社
会

連
携
の
強
化

ⅰ 東北圏の連携 　広域観光や物流など東北圏における広域連携の推進

ⅱ ＦＩＴ等県際での
連携

　ＦＩＴ地域、北関東・磐越５県、新潟・山形・福島３県など県際地域における連携の推進

ⅲ その他の広域交流
連携

　北海道との交流など、さまざまな広域的な交流・連携の推進

－検討中－

と連携
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅱ ２

ⅰ 本県観光の認知度
向上

　戦略的・継続的なプロモーション活動や人的ネットワークの活用による本県観光の認
知度の向上 ◎国内外の友人・知人に

(2) 【222】①国内観光の推進

い
き

多
様

観
光 ○観光客入込数向上 知度の向上

ⅱ 滞在型観光の推進 　グリーン・ツーリズムやエコ・ツーリズム、滞在型観光など地域資源を生かした旅行商
品の開発支援などによる滞在型観光の推進

ⅲ 教育旅行等による
交流の推進

　教育旅行の誘致による将来的なリピーターの確保や家族旅行の誘致など、観光を通
じた長期的な交流の推進

ⅳ 新たな魅力の創出 観光素材の発掘や商品化の支援などによる、ふくしまの新たな魅力づくり

◎国内外の友人・知人に
対して、自信を持って紹
介できる地元の資源（自
然環境、食材、観光、伝
統文化など）があると回
答した県民の割合

き
い
き
と
し
て
活

様
な
交
流
ネ
ッ

ト

光
と
定
住
・
二
地

○観光客入込数
○県内宿泊旅行者数
○教育旅行における県内宿泊者数
○グリーンツーリズムの交流人口
　　　　　　　　　　　　　など

ⅳ 新たな魅力の創出 　観光素材の発掘や商品化の支援などによる、ふくしまの新たな魅力づくり

ⅴ 地域の誇りとなる
観光地づくり

　観光交流による地域住民の地域への理解の促進、誇りと自信の醸成、おもてなしの心
が息づく観光地づくり

ⅰ 外国人観光客の誘 韓国などをはじめとする海外へのプロモーション活動等の推進による外国人観光客の

【222】②国際観光の推進と文化などを通じた国際交流の促進

活
力
に
満
ち
た
「

ふ

ト
ワ
ー

ク
に
支
え
ら

地
域
居
住
な
ど
に
よ ⅰ 外国人観光客の誘

客
　韓国などをはじめとする海外へのプロモーション活動等の推進による外国人観光客の
誘客

ⅱ 外国人観光客の受
入支援

　多言語化への対応など外国人観光客の受け入れの支援

ⅲ 国際的な地域間交
流

　文化やスポーツ等を通じた国際的な地域間交流の促進

○県内の外国人宿泊者数
○外国人留学生数
　　　　　　　　　　　　　など

ふ
く
し
ま
」

ら
れ
た
社
会

よ
る
交
流
の
拡
大

ⅳ 国際協力・国際貢
献

　民間団体の活動支援など草の根レベルにおける国際協力や国際貢献活動の促進

ⅴ 国際会議 　国際会議の誘致などを通じた本県の魅力の発信

【222】③定住・二地域居住の推進

大

ⅰ 受入体制の整備 　市町村や民間団体との連携などによる県内における定住・二地域居住の受け入れ体
制の強化

ⅱ メディア活用によ
る認知度向上

　インターネットやマスメディアなど多様な媒体を活用した情報発信による定住・二地域
居住先としての本県の認知度向上

ⅲ 相談窓口による県
内誘導

　首都圏などにおける相談窓口などによる本県への定住・二地域居住の誘導

【 】③定住 地域居住 推進

－検討中－

内誘導

ⅳ 活躍の場づくり 　定住・二地域居住者と地元住民との交流による地域の活性化
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅱ ２

ⅰ 七つの生活圏間の
道路整備

　常磐自動車道、東北中央自動車道、会津地方を縦断する規格の高い道路など七つ
の生活圏と県外を結び 県土の骨格となる基幹的な道路ネットワークの整備 ◎交通ネットワークや情

(3) 【223】①七つの生活圏、市町村間を結ぶ交通ネットワークの確保

い
き

多
様

交
流

○30分以内にICにアクセスできる
市町村数（市町村）道路整備 の生活圏と県外を結び、県土の骨格となる基幹的な道路ネットワークの整備

ⅱ 市町村間を結ぶ道
路整備

　あぶくま高原自動車道路や主要な国道など七つの生活圏、市町村間を結ぶ幹線道
路ネットワークの整備

◎交通ネットワークや情
報基盤が十分に整備され
た地域に住んでいると回
答した県民の割合

き
い
き
と
し
て
活

様
な
交
流
ネ
ッ

ト

流
と
連
携
強
化
の

市町村数（市町村）
○７つの生活圏の中心都市間の平
均所要時間（分）
○福島空港、小名浜港、相馬港か
ら主要都市までの移動時間（分）
○大型トレーラーが自由に通行で
きる指定道路の整備延長

など

ⅰ 情報基盤の整備 　光ファイバーなどブロードバンド情報基盤の整備

ⅱ 情報基盤 活用 行政と事業者 連携による光 イバ網を活用した地域 活性化や行政サ ビ

【223】②多様な情報の受信・発信力の強化

○ブロードバンド世帯普及率
　　　　　　　　　　　　　など

活
力
に
満
ち
た
「

ふ

ト
ワ
ー

ク
に
支
え
ら

の
た
め
の
基
盤
づ
く

　　　　　　　　　　　　など

ⅱ 情報基盤の活用に
よる地域活性化

　行政と事業者の連携による光ファイバ網を活用した地域の活性化や行政サービスの
向上

ⅲ 情報利活用・発信
力の向上

　インターネットの利活用支援などによる情報の利活用力と情報発信力の向上

【223】③広域的な物流をはじめとする経済交流 推進

ふ
く
し
ま
」

ら
れ
た
社
会

く
り
と
活
用

ⅰ 物流ネットワーク
の強化

　相馬港、小名浜港等の整備などによる物流ネットワークの強化

ⅱ 港湾等を活用した
物流促進

　相馬港や小名浜港、福島空港を活用した物流の促進

【223】③広域的な物流をはじめとする経済交流の推進

○国際航空貨物取扱量
○福島空港利用者数
○小名浜港・相馬港の貨物取扱量
○小名浜港・相馬港のコンテナ貨
物取扱量

物流促

ⅲ 福島空港の利用促
進

　福島空港の利用促進と賑わいづくり

ⅳ 国際経済交流の推
進

　県内企業の輸出支援や、海外企業の県内立地の支援などによる国際経済交流の推
進

物取扱量
　　　　　　　　　　　　　など
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅲ １

ⅰ 県民一丸となった
健康づくり

健康な生活習慣を形成するための情報提供、普及啓発、環境の整備を通じた若年期
から高齢期に至るまで県民 丸となった健康づくり ◎生活習慣病などの対策

(1) 【311】①生活習慣病対策など健康づくりの推進

安
全

だ
れ

生
涯 －検討中－健康づくり から高齢期に至るまで県民一丸となった健康づくり

ⅱ 運動習慣の定着、
食育の推進

運動習慣の定着、望ましい食生活の形成・改善のための食育の推進

ⅲ 喫煙防止対策 　喫煙による健康被害防止のための公共の場や職場などにおける分煙化促進、各ライ
フステージに応じた防煙 禁煙対策の推進

◎生活習慣病などの対策
のため、健康診断を受診
していると回答した県民
の割合

全
と
安
心
に
支
え

れ
も
が
健
康
で
安

涯
を
通
じ
た
健
康

－検討中－

フステージに応じた防煙、禁煙対策の推進

ⅳ がん検診等受診促
進

がん検診等の受診促進や精度管理向上のための支援

ⅴ 特定健診・保健指
導強化

　医療保険者による特定健診・保健指導の着実な実践、市町村と職域が連携した効果
的な生活習慣病対策取組みに対する支援

え
ら
れ
た
「

ふ
く
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

康
づ
く
り
の
展
開

ⅵ 健康づくりを推進
する人材の育成

健康づくりを推進するための知識・技術を備えた人材の育成

ⅰ 介護予防知識等の 　高齢者に対する介護予防に関する知識・活動等の普及・啓発

【311】②高齢者の介護予防

検 中

し
ま
」

る
社
会

介護予防知識等の
普及・啓発

高齢者に対する介護予防に関する知識 活動等 普及 啓発

ⅱ 介護予防サービス
の充実

　高齢者一人ひとりの心身の状況を踏まえた適切な介護予防プログラム提供、地域包
括支援センター職員等の資質向上

－検討中－

【311】③感染症の予防対策

ⅰ 予防知識普及 　結核、麻しん、ＨＩＶ、肝炎、インフルエンザ等の感染症に関する正しい予防知識普及

ⅱ 予防接種推進 　予防接種の受診率の向上

ⅲ 感染症蔓延防止 医療機関を始めとした様 な環境で 衛生管理を徹底による感染症 蔓延防止

【 】③感染症 予防対策

○麻しん予防接種率
○結核罹患率
　　　　　　　　　　　　　など

ⅲ 感染症蔓延防止 　医療機関を始めとした様々な環境での衛生管理を徹底による感染症の蔓延防止

ⅳ 肝炎対策 　肝炎の検査体制整備促進、治療に係る経済的負担軽減

ⅴ ＨＩＶ対策 　ＨＩＶに係る検査体制整備促進、患者の受入体制整備ＨＩＶ対策 　ＨＩＶに係る検査体制整備促進、患者の受入体制整備
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅲ １

ⅰ 医療機関の連携強
化 県立病院の機

　地域の医療機関の役割に応じた連携強化、民間医療機関との役割分担を踏まえた
県立病院の機能の充実 ◎身近なところで 必要

(2) 【312】①周産期、小児、救急医療の充実など地域医療の確保

安
全

だ
れ

生
涯 ○救急搬送における重篤者の心肺化、県立病院の機

能充実
県立病院の機能の充実

ⅱ 安心して子どもを
生める環境の整備

　周産期母子医療センターの機能強化、各医療機関との連携の強化等による安心して
子どもを生める環境の整備

ⅲ がん医療等対策 　がん医療など、高度な技術、施設が必要な医療に関する拠点医療機関の整備

◎身近なところで、必要
な医療を受けることがで
きる地域に住んでいると
回答した県民の割合

全
と
安
心
に
支
え

れ
も
が
健
康
で
安

涯
を
通
じ
た
健
康

○救急搬送における重篤者の心肺
停止者の１か月後生存率
○救命救急センターへ60分以内で
到達できる範囲
○周産期死亡率
○乳児死亡率
　　　　　　　　　　　　　など

ⅳ 難病・透析医療対
策

　難病患者や透析医療患者などが安心して治療を受けられる環境の整備

ⅴ 救急医療の充実 　救命救急センターの機能強化、ドクターヘリの運用、病院・診療所の連携の強化、情
報伝達の迅速化等による救急医療の充実

え
ら
れ
た
「

ふ
く
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

康
づ
く
り
の
展
開 報伝達の迅速化等による救急医療の充実

ⅵ 県立医大付属病院
の機能充実

　高度で専門的な医療サービスの提供、地域医療に関する支援システムの強化のため
の県立医科大学付属病院とその付属病院である（仮称）会津統合病院の機能充実

ⅰ 県立医大の定員の 県立医科大学の定員確保 卒業生の県内定着

【312】②命と健康を守る医療人の育成と医療の質の向上

し
ま
」

る
社
会

ⅰ 県立医大の定員の
確保、卒業生定着

　県立医科大学の定員確保、卒業生の県内定着

ⅱ 女性医師の確保 　女性医師が働きやすい就業環境の整備促進、就業情報提供などによる退職女性医
師の再就職促進

ⅲ 診療科目による医
緩

　婦人科医の産科医療従事などを通じた診療科目による医師偏在の緩和

○医療施設従事医師数
　　　　　　　　　　　　　など

師偏在の緩和
科医 科医 従 科 医師偏 緩

ⅳ 医療専門職の確
保・定着

　看護師や理学療法士等、医療専門職の確保・定着

ⅴ 医療従事者の資質
向上

　最新の知識・技術の研修などによる、医師、看護師をはじめとした医療従事者の資質
向上向上 向上

ⅵ 病院機能の向上 　患者の立場に立った医療提供、患者との情報共有など、病院機能向上のための取組
みの促進
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅲ １

ⅰ 介護施設整備、居
宅サ ビス事業者

　要介護高齢者のための介護施設の整備、居宅サービスの充実安
全

だ
れ

高
齢

実
－検討中－ ◎家庭や身近な施設で

(3) 【313】①高齢者を対象とした福祉サービスの充実

宅サービス事業者
確保

ⅱ 介護サービス事業
者指導

　介護サービス事業者のサービス内容の監視・指導の的確な実施

ⅲ 介護保険外サービ
スの充実

　ボランティアやＮＰＯ等、地域の多様な主体による介護保険外の福祉サービスの提供
促進

全
と
安
心
に
支
え

れ
も
が
健
康
で
安

齢
者
や
障
が
い
者

－検討中－ ◎家庭や身近な施設で、
必要な福祉サービスを受
けることができる地域に
住んでいると回答した県
民の割合

ⅳ 介護者対策 　介護休業が取りやすい職場環境の整備促進、介護者の相談受付体制整備

ⅰ 障がい者の特性に
応じたサービス提

　障がい者一人ひとりの特性に応じた、介護、医療、生活訓練、職業訓練等、必要な
サービス提供体制の整備

え
ら
れ
た
「

ふ
く
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

者
に
対
す
る
多
様
な

【313】②地域生活への移行や就労支援など障がい者の自立支援

○就業している障がい者数応じたサービス提
供

サービス提供体制の整備

ⅱ 地域での受入体
制、職場開拓

　障がい者の自主的な判断による地域での生活、就労に向けた、地域での受入体制の
整備や職場の開拓促進

ⅲ スポーツ・文化活
動促進等

　障がい者のスポーツ、文化活動、交流活動への参加促進、社会参加のための環境整
備

し
ま
」

る
社
会

な
福
祉
サ
ー

ビ
ス

○就業している障がい者数
　　　　　　　　　　　　　など

ⅳ ボランティア活動
支援

　障がい者を支援するボランティアの活動支援
ス
の
充

16



意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅲ ２

ⅰ 各種犯罪、交通事
故などの防止

　地域と自治体、警察などの連携による各種犯罪や薬物乱用、交通事故の防止
◎食品や日用品など 消

(1) 【321】①各種犯罪の防止・被害者支援、交通安全の確保、児童虐待などの被害防止

安
全

様
々

身
の ○交通事故死亡者数故などの防止

ⅱ 犯罪被害者支援 　犯罪被害者への支援と被害の防止

◎食品や日用品など、消
費生活に関して不安を感
じることなく、安心して
暮らしていると回答した
県民の割合

全
と
安
心
に
支
え

々
な
リ
ス
ク
に
対

の
回
り
の
安
全
と

○交通事故死亡者数
○交通事故死傷者数
　　　　　　　　　　　　　など

ⅲ ＤＶや児童虐待等
の防止

　関係機関の連携によるドメスティックバイオレンス、児童・高齢者・障がい者虐待の防
止と被害者支援

ⅰ 事業者指導の強化 食品表示の適正化などによる事業者指導の強化

【321】②生産から消費に至る一貫した食品の安全確保、県内農林水産物の安全性向上

え
ら
れ
た
「

ふ
く
し

対
し
て
安
全
で
安
心

と
安
心
の
確
保

ⅰ 事業者指導の強化 　食品表示の適正化などによる事業者指導の強化

ⅱ 食品安全検査体制
の確保

　食品安全検査体制の強化による安全性に問題のある食品の流通防止

ⅲ 農林水産物の安全 県産農産物のトレーサビリティの充実や 農業生産工程管理手法（ＧＡＰ）の普及を推

○JAS法に基づく生鮮食品の適正
表示率
　　　　　　　　　　　　　など

し
ま
」

心
で
き
る
社
会

ⅲ 農林水産物の安全
性向上

　県産農産物のトレーサビリティの充実や、農業生産工程管理手法（ＧＡＰ）の普及を推
進による、県産農林水産物の安全性の向上

ⅳ 消費者の意識向上 　情報の提供や交流の場づくりなどによる、食品安全に関する知識の普及啓発や消費
者と生産者・食品事業者の相互理解の促進

ⅰ 消費相談体制の充
実

　関係機関との連携の強化など消費者相談体制の充実による悪質商法等の被害の防
止、被害拡大の防止

ⅱ 啓発や事業者指導
の強化

　消費者の意識の啓発や事業者への指導強化による消費生活の安全確保

【321】③消費生活などにおける安心の確保

－検討中－

ⅲ 違法・有害情報対
策

　インターネット等における違法・有害情報の対策の推進

ⅳ 情報セキュリティ
対策

　個人情報等の保護や情報セキュリティの確保などの充実
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅲ ２

ⅰ 消防団員の確保 　地域における消防・防災力の要となる消防団員の確保
◎大規模災害に備えて

(2) 【322】①地域における防災体制の充実、広域連携による迅速な救助・復興体制の構築

安
全

様
々

災
害 ○自主防災組織率

ⅱ 連携による消防・
防災力の向上

　地域住民、ボランティア団体、自治体等の連携による消防・防災力の向上

ⅲ 防災情報の活用促
進

　災害時要援護者の情報やハザードマップ、雨量や河川推移情報など、防災情報の充
実と活用の促進

◎大規模災害に備えて、
避難場所の確認や食料の
備蓄などを行っていると
回答した県民の割合

全
と
安
心
に
支
え

々
な
リ
ス
ク
に
対

害
な
ど
不
測
の
事

○自主防災組織率
○消防団員数の条例定数に対する
充足率
　　　　　　　　　　　　　など

進 実 活用 促

ⅳ 防災協定の推進 　市町村間、都道府県間の災害に関する協力関係の緊密化

ⅰ 県における危機管 新型インフルエンザへの対応など県における危機管理体制の強化

【322】②新型インフルエンザなど様々なリスクへの対応

え
ら
れ
た
「

ふ
く
し

対
し
て
安
全
で
安
心

事
態
に
対
す
る
備
え ⅰ 県における危機管

理体制の強化
　新型インフルエンザへの対応など県における危機管理体制の強化

ⅱ 市町村の危機管理
支援

　市町村における危機管理体制の強化支援

ⅲ 民間企業等への危 　事業継続マネジメントなど民間企業等における危機管理体制の構築支援

－検討中－
し
ま
」

心
で
き
る
社
会

え
の
充
実

ⅲ 民間企業等 の危
機管理支援

　事業継続マネジメントなど民間企業等における危機管理体制の構築支援

ⅰ 原子力発電所の安
全確保

　原子力発電所周辺地域のモニタリングなど原子力発電所の安全確保対策の充実

【322】③原子力発電所、化学工場など事業所における安全確保対策

○原子力発電所からの報告件数
など

ⅱ 有害化学物質の流
出防止

　化学工場等からの有害化学物質の流出など環境汚染の防止

ⅲ 事業所における安
全確保

　関係機関の連携により事業所における安全管理・防災体制の整備促進

　　　　　　　　　　　　など
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅲ ２

ⅰ 県有施設の耐震化 　県有施設における耐震化の推進
◎水害 地震 火災など

(3) 【323】①学校をはじめとする公共施設等の耐震化

安
全

様
々

る
社

安
全

提
供 ○橋梁耐震補強整備率（緊急輸送

ⅱ 公共施設の耐震化
促進

　小中学校をはじめとする公共施設の耐震化の促進

ⅲ 民間住宅などの耐
震化促進

　民間施設・住宅の耐震化の促進

◎水害、地震、火災など
の災害に対して備えが充
実した安心できる地域に
住んでいると回答した県
民の割合

全
と
安
心
に
支
え

々
な
リ
ス
ク
に
対

社
会

全
で
安
心
な
生
活

供 ○橋梁耐震補強整備率（緊急輸送
路における耐震補強）
○県有建築物の耐震化率
　　　　　　　　　　　　　など

ⅰ 道路や河川整備な
ど自然災害対策

　自然災害に備えた道路や河川の整備、砂防、治山の推進

ⅱ 社会資本の長寿命
化

　道路や河川管理施設等の計画的な維持補修など社会資本の長寿命化

【323】②道路、河川など社会基盤の適切な整備と維持管理による安心の確保

○河川整備率
　　　　　　　　　　　　　など

え
ら
れ
た
「

ふ
く
し

対
し
て
安
全
で
安
心

活
を
支
え
る
社
会
基 化

ⅲ 生活道路の整備促
進

　地域の生活道路の計画的な整備

し
ま
」

心
で
き

基
盤
の
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅳ １

ⅰ 男女共同参画社会
の形成

　一人ひとりが個性や能力を発揮出来る男女共同参画社会の形成人
に

支
え

多
様 ○ユニバーサルデザインに関する ◎地域において 女性の

(1) 【411】①男女共同参画、人権擁護、多文化共生、ユニバーサルデザインなどの推進

の形成

ⅱ 人権擁護の推進 　普及啓発など人権擁護の推進

ⅲ 多文化共生の推進 　国籍、文化の違いを尊重する多文化共生の推進

に
も
自
然
に
も
思

え
合
い
の
心
が
息

様
な
人
々
が
と
も

○ユニバーサルデザインに関する
県民の認知度
　　　　　　　　　　　　　など

◎地域において、女性の
社会参画が進んでいると
回答した県民の割合

ⅳ ユニバーサルデザ
インの推進

　ユニバーサルデザインの取組みの推進

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

息
づ
く
社
会

も
に
生
き
る
社
会
の 【411】②人にやさしいまちづくりの推進

ⅰ 人にやさしい公共
施設等の整備

　ユニバーサルデザインの観点に立った公共施設、民間施設等の整備促進

ⅱ 人にやさしい歩道
などの整備

　ユニーバーサルデザインの観点に立った歩道・自転車道の整備推進

れ
た
「

ふ
く
し
ま

の
形
成

【411】②人にやさしいまちづくりの推進

○すべての人が安心して通れるよ
うに配慮して整備された歩道の延
長
　　　　　　　　　　　　　など

などの整備

ⅲ 思いやり駐車場の
推進

　思いやり駐車場利用制度の普及など、車いす使用者用駐車施設の適正利用の推進

ま
」
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅳ １

ⅰ 離職期間における
生活支援

　相談窓口の活用などによる再就業までの期間における生活再建の支援
◎普段の生活の中で 孤

(2) 【412】①離職時における生活再建支援の充実

人
に

支
え

思
い －検討中－生活支援

ⅱ 離職時における再
就職支援

　離職時における就業支援の推進による早期の再就職の促進

ⅰ こころの健康づく こころの健康づくりに関する普及啓発

◎普段の生活の中で、孤
立感や孤独感を感じるこ
とがあると回答した県民
の割合

【412】②自殺防止のための総合対策

に
も
自
然
に
も
思

え
合
い
の
心
が
息

い
や
り
と
支
え
合

－検討中－

ⅰ こころの健康づく
り

　こころの健康づくりに関する普及啓発

ⅱ 相談体制の充実 　市町村に対する自殺対策の支援など、関係機関の連携による相談体制の充実

ⅲ 民間団体などへの
支援

　民間団体など自殺対策に取り組む団体に対する支援の充実

○自殺者数
　　　　　　　　　　　　　など

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

息
づ
く
社
会

合
い
の
心
に
満
ち
た

支援

ⅳ 職員の資質向上 　相談・支援に関する研修などによる相談に当たる職員の資質向上

ⅰ 高齢者の見守り活 　住民や関係機関・団体等との連携による見守り等の取組み支援など、一人暮らしの高

【412】③一人暮らしの高齢者など地域で孤立しがちな人々に対する支援ネットワークの確立

れ
た
「

ふ
く
し
ま

た
社
会
の
実
現

高齢者の見守り活
動の促進

　住民や関係機関 団体等との連携による見守り等の取組み支援など、 人暮らしの高
齢者でも安心できる環境づくり

ⅱ 引きこもり等の相
談支援

　関係機関の連携強化や相談体制の充実などによる引きこもりやニートの自立支援

－検討中－
ま
」
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅳ ２

ⅰ 自然の保護と適正
な利用

　関係機関との連携による自然公園の環境保護と適切な利用の推進
◎福島県は 自然環境の

(1) 【421】①自然環境の保護と適正な利用

人
に

美
し

美
し －検討中－な利用

ⅱ 自然とのふれあい
機会の充実

　エコツアーや都市公園の利用など自然とのふれあい機会の充実

ⅲ 生物多様性の保全 　稀少な野生動植物の保護、外来生物の防除など生物多様性の保全

◎福島県は、自然環境の
豊かな県であると思うと
回答した県民の割合

に
も
自
然
に
も
思

し
い
自
然
環
境
に

し
い
自
然
環
境
の

－検討中－

ⅰ 流域連携による水
環境保全

　森林や農地の保全、環境にやさしい農業の推進、生活排水や工場排水対策の推進
などによる流域連携による水環境の保全

ⅱ 猪苗代湖等の環境
保全

　本県の水環境のシンボルである猪苗代湖・裏磐梯湖沼群の環境保全

【421】②猪苗代湖をはじめとする豊かな水環境等の保全

○環境基準の達成率
○猪苗代湖におけるCOD値
　　　　　　　　　　　　　など

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

に
包
ま
れ
た
持
続
可

の
継
承

保全

ⅲ 大気環境や土壌の
保全

　環境基準の遵守指導などによる大気環境の保全、土壌の保全

ⅰ 自然景観の保全 自然を生かした景観の保全

【421】③良好な景観の形成

れ
た
「

ふ
く
し
ま

可
能
な
社
会

ⅰ 自然景観の保全 　自然を生かした景観の保全

ⅱ まちなみ景観の保
全

　歴史と伝統が息づくまちなみの保全

○景観計画策定団体数
○無電柱化された道路の延長
　　　　　　　　　　　　　など

ま
」
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意識調査項目
細項目における具体的な取組み

柱 分野
重点
施策

重点施策の細項目
指標名

Ⅳ ２

ⅰ 廃棄物の発生抑制 　廃棄物の発生抑制の促進人
に

美
し

環
境

－検討中－
◎日頃 省エネルギーや

(2) 【422】①廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用など循環型社会の形成

ⅱ 再利用と再生利用 　廃棄物の再利用と再生利用の促進、たい肥など有機性資源の循環利用の促進

ⅲ 産業廃棄物の適正
処理

　産業廃棄物の発生抑制、減量化、リサイクル、適正処理の推進

に
も
自
然
に
も
思

し
い
自
然
環
境
に

境
へ
の
負
荷
の
少

◎日頃、省エネルギーや
地球温暖化防止を意識し
た取り組みを行っている
と回答した県民の割合

【422】②産業、行政、学校、家庭における省エネルギーの取組みなど低炭素・循環型社会の推進

ⅰ 環境活動の推進 　産業、行政、学校、家庭などにおける省エネルギー・省資源の取り組みの推進

ⅱ 環境教育・学習 　環境教育・環境学習の推進

ⅲ フード・マイレー
ジ

　フード・マイレージの取組みなどの推進

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

に
包
ま
れ
た
持
続
可

少
な
い
低
炭
素
・
循

【422】②産業、行政、学校、家庭における省エネルギ の取組みなど低炭素 循環型社会の推進

－検討中－

ジ
ⅳ グリーン物流など 　グリーン物流や職場交通マネジメントなど事業所における低炭素化の推進

ⅰ 再生可能エネル
導 促進

　太陽光や風力等、再生可能エネルギーの導入促進

れ
た
「

ふ
く
し
ま

可
能
な
社
会

循
環
型
社
会
へ
の

【422】③太陽光など再生可能エネルギーの開発・導入支援、関連産業の育成

○新 ネルギ の導入量ギーの導入促進
陽

ⅱ 環境・エネルギー
産業の育成

　再生可能エネルギーの開発支援など環境・エネルギー関連産業の育成

ⅲ 低公害車の普及促
進

　県における率先導入など低公害車の普及促進

ま
」

の
転
換

【422】④森林環境の保全と森林資源の積極的な活用

○新エネルギーの導入量
○クリーンエネルギー自動車の普
及台数
　　　　　　　　　　　　　など

ⅰ 森林保全活動の推
進

　県民参加による森林保全活動の推進

ⅱ 県産木材の利用促
進

　適正な森林管理により生産された木材の利用促進、県産木材を活用した省エネル
ギー住宅の建設促進

ⅲ 木質バイオマスの 　ペレットストープなど木質バイオマスの低コスト化や導入支援による林地残材や間伐

【422】④森林環境の保全と森林資源の積極的な活用

○森林整備面積
○森林づくり意識醸成活動の参加
者数
○林業新規就業者数

　　　　　　　　　　　　など木質 イオマスの
利用促進

　 レットスト プなど木質 イオ スの低 スト化や導入支援による林地残材や間伐
材の有効活用

ⅳ 企業等による森づ
くり活動促進

　二酸化炭素吸収量の認証制度の活用など、企業や団体等による森づくり活動の促進

　　　　　　　　　　　　など
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